
1     MaxGauge活用TIPs 

本TIPｓは、以下の場面で活用します。 

 

 Oracleアラートログで 「ORA-」エラーを素早く検知し通知する 

 Oracleアラートログで 「特定文字列」を素早く検知し通知する 

 

  

 

※ システム稼働状況によって本手順の適切値と運用影響が異なりますので、 

  本番環境への適用時には、事前に充分な検証を実施してください。 

 

活用TIPs： DBのアラートログを監視する 



2     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPs： DBのアラートログを監視する（１/３） 

「アラート」、「アラート設定」、「インスタンス名」順に選択します。（例：ORCL） 
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3     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPs： DBのアラートログを監視する（２/３） 

アラート設定で、「ORACLEアラート・ログ」をクリックします。監視対象DBのアラートログ・ファイルの

フルパス及びファイル名を登録後アラート監視項目を設定します。（例：ORCL） 
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「エラー」の監視項目は、 
‘errors in file’ or ‘ora-’ 
の文字列を監視します。 

「テキストを含む」に特定の
文字列「PLS-」を登録します。 



4     MaxGauge活用TIPs 

「インターバル」を設定します。 
 

＜推奨設定値＞ 

  

 

 
※ アラートを検知した場合、R.T.M の「アラート」領域にもメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

      引き続き、メール設定を行う場合は MaxGauge TIPs 「 DBの死活監視を行う」の４ページからご参照ください。 

 

 

活用TIPs： DBのアラートログを監視する（３/３） 

例では、ORCLのアラートログを60秒
間隔で監視し「ORA-」、「PLS-」 の文
字列が出力されたら、クリティカルのア
ラートを通知します。 

指標 ワーニング クリティカル 単位 インターバル 

Oracleアラートログ:ORA- なし 「ORA-」 有無 60s 

http://www.ex-em.co.jp/exem_labo/maxgauge_tips/MaxGauge_TIP030_OS_indicator_check.pdf
http://www.ex-em.co.jp/exem_labo/maxgauge_tips/MaxGauge_TIP033_db_alive_check.pdf
http://www.ex-em.co.jp/exem_labo/maxgauge_tips/MaxGauge_TIP033_db_alive_check.pdf


5     MaxGauge活用TIPs 

今回のTIPからは、以下の事を確認しました。 

 Oracleアラートログで 「ORA-」 の監視方法 

 Oracleアラートログで 「特定文字列」の監視方法 

＜お問い合わせ＞ 

日本エクセム株式会社 

TEL : 03-4530-9598 

e-mail : service@ex-em.co.jp 

MaxGauge TIPsはこちら 
http://www.ex-em.co.jp/exem_labo/exemlabo_maxgauge_tips_index.html 
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